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 大学における共通教育及び専門教育の授業を学習するのに必要な基礎的な知

識を理解する能力があるかどうかを確認するための問題を出題した。特に、三

角関数、微分、積分と計算力に基づいた解析力の把握に注意した。 

 

 

１．不等式および微分に関する基本的な知識を問う問題である。小問はそれぞ

れ、 

 (1)三角関数の加法定理を応用して不等式の満たす範囲を求める問題、 

 (2)導関数を応用して関数の大小（増減）を求める問題 

である。 

 

２．三角関数の理解を総合的に確認することを意図した（微分を用いても求め

ることができるが、その際も三角関数の理解が必要となる）。 

 

３．図形と方程式の知識・考え方、および式の展開の正確さ、極大値の求め方

を問う問題である。角度を媒介変数として点の座標を表し、線分の長さを

求める、という基礎的な問いと、そこから微分または三角関数の合成を駆

使して線分の長さの極値を与える角度（問はtanθ）、および、線分の長さ

の最大値を求めるという問題である。 

 

４．基本的な積分の応用の概念【１次元（長さ）→２次元（面積）→３次元（体

積）】を理解している受験生を求めたいということで、その初めとなる  

    １次元（曲線の長さ）の問題を出題した。 

 

 

以上 










